


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































大正６イド 3６，９７７ 5２，１９４ 
大正７イ|； 3７，１８７ 5３，５０１ 
大正８年 3９，５８０ 5５，２８３ 
iii、静11Mｿ｢1Jj：｜M1:務綴｜攪11:１，ｌ御殿場Ilj史ｊ６近ｲＭＬ料緬｢１．９`11)『〔‘
｝ﾘＩ治'6年に開発されていた御殿場蟹Illllは，御殿場から｢l1lIIlllにでて須|｣１
１１澱111道の三分|］に合流して術'二111頂を１|指す21キロのコースであった。
この蓬[[1道は，｜＃｣梢22J'二に御殿賜駅ができて，駅から直接識''1を|粥始する
南上登lli道として脚)'6を浴びることになった(２１°
また〕｝に海道線御殿｣泌駅の開設以後，｜ﾘliifi31年l2jlに設立された御殿場I1j
ll【鉄道会社は，御殿場駅一須走登山口｢冊]を潟車鉄道で結んだ。そうして御
殿場萱111道とは別に，御殿場一’1F[疋溌lII11-富｣二lllDjlという新しい登|｣'２３
キロのコースが大衆化することになった(:')。
そのためllI須山登''''１は衰退した。新しい震111コースの発達は，｜日米の
統救的幾111の伝統的１１山kからｌｌＩ放された'１ル1なレクリエーション．スポー
ツ的登山のＩｋｉＩ向を強めていくことになった。
他方，関Ｉ)ljiﾉﾌﾞ面からの富士蕊111コースである富－１５人宮登,１１，，は，束#,j道
ﾉﾄﾞ線の鈴)||駅（その後ilf原駅と改名）のＩ)Ili没によっては，直ちに変化は生
まれなかった。鈴Ⅱ|駅から冨二'二D阿藤の大樹登山口まで１２キロのIIl:I雛があっ
た。
そこでHUih23年に吉原一人満''1に馬車鉄道が開通し，大宮識lll1二1からの
識ｉ１１．,'十
iUI橋１５ｲ|； 『[ﾉﾋ 1i1２万80()(〕
6fli ｉ１１Ｊｌ１２万`l()0(）
幾’'１荷 |､、ＩＩＩ巻
６ｲ'2 2,19農Ｉ
Ｊ１ﾐ７ 7.18 
人
};'ｉｌ宙Ｗｉ根|｣il立公園の形成（''１） 6］ 
1;T{笘議111に有利な条件がﾉ|;まれた(4)。
東海道線の開設によるillill殿場を起点とする樹｜:約'１が，柄況を見せはじ
めた矢先，北麓の富｣看盗lllに１１１１きれはじめた。ＩＵＷｉ３６ｲﾄﾞ８月の『富害Ｉご氏及
新聞』は、この点を、「１１１央線開通のため御殿｣;出'1賛111者減る」との)【ＬＩｌＩ
しで，つぎ(ニように指摘した。
「富士登１１１者は例年に比し多人数なるが，比登|||衿は表1-1人宮口よりす
るものは例年（の）三分の一に減じ，東口御殿｣i2iよりするもの'例年の半分
にiLI<')南（北の誤')－ﾘ'111片）｜｜尚111口登|I|新は近年稀なる多数なる)||｜
と。
そして「その原因は火海道線に御殿場迄の割り|あれど鈴川には割'jlなき
と，中央線開通の影響な'）と云う，又名古屋より鈴川迄普通三等の賃銭と
割引御殿場迄の賃銭とを比較すれば距離の遠き御殿場へ下車する方が拾銭
以上安ければ，浜松以lliの旅客にて鈴111へ下iliするものは白糸の滝，人穴
の勝，曽我の跡を探ることを』【ぬる人の外なき道｣1'1なり，又東京よりは'１’
武線よ')転じ''１夫線にてﾉＪ１に至')夫よ})鉄道Ｍ５１ｌ〔にて谷村を経て11｢|||に
穂るときは道近きしてUlillI安きを以て官設東海道線によるは横浜以西の人
に限るべし，これ御殿場に東京客の下車せざる理１１１なり」[5)と解説した。
燈かな産業を抱えたﾊﾟｲ麓は，登山道がそれぞれ地域的に分かれていたこ
ともあって，北麓と較べて富ｆｌＩ｣観光への統一l119な対応に欠け，地元の棚
.)'｡｝M発への期待がそれほど大きくなかった。この立ち遅れは，北１１約'１に
対抗する政策を打ち}|}しll1ねていた結来であっﾌﾟと。そうした傾向は，その
後ずっと続くのである。
しかし南麓の観光開発は，南麓の産業開発の,恩恵をえてすすめられた。
|村麓では，紙業が発達していた。しかも近代の製紙業は，旧来の富'二川に
よる河川運輸に依存しないで，鉄道輸送の建設を意|質|した。
実業界を中心に駿州一'１１ﾘ'ﾄl11H，あるいは(,;州|Ｈ１を紬ぷ鉄道構想は，」:,'.〈
から存在した。すでにl制11Wしたように，御殿｣;ルー維坂一須走萱''111-111111
1,'ﾘ'''112-上-ＩＩＴ囚一ｌｌｌ府を紬ぷ[''1陵鉄道構想、鈴１１１－大庶一身延一鰍澤｢1－'1」
6２ 
府のlfl州街道を結ぶ'１'酸鉄道構想の二つがあった。
一つは，中央線のM]殻で消滅した。しかしもう一つの構想は，容易に11ツ
えなかった(6)。そのｲlWjILlは，もともと常'二)|l沿いに発達していた和紙製造
業が近代的な製紙業に''１まれ変わって↑［'１州街道筋に旧来の船輸送に代わ
って鉄道輸送の必要から'ｋまれたものである(7)。
こうしてまず，明浩23年に衛|:馬L|工鉄道会社が設立されて，国道，リ1L道
を利用した12ポンドのレールを仙)|]し，鈴川（今||のｉｊ７原)－大宮に至る
約12キロに馬車鉄道をｌｊＭ１没｜，物資とiliM)'６客のlliii送を兼ねた(8)。これは，
人1ｌ１ｒ翌'''1-1の誉Il1ルートのllM発として役jXも，蕊退化しつつあった人↑;(懇
lllllにとって棚ポタ的な雫述であった。節１図を参１１M。
さらに富士軌道会社が1ﾘ】始41年に設立されて，人宮lHJを起点にさらに人
穴の東小俣まで馬車鉄道を開設し，富ｔ観光の発達に貢献した(9)。
明治45年には，東京と静岡の実業家らによって富士身延鉄道会社が設立
され，大正２年に東海道線本線術j:駅を起点に，大樹1111，芝川へと路線を
広げ，大正９年に身延にまで到達した。そのため樹｣二馬車鉄道は，人｣Ⅸ２
年に富上身延鉄道に賀jIXさｵして，廃線となった(１０１。
大宮登山口は，大'1三２イド７１１に近代的な身延鉄道の大宮駅をスタート地
点とすることにより，地域の1111村は人窩登lllllからの蓬１１１道を改修し，ま
た新溌山道を開発され、このコースは比!|蝋的容易な識''１道となったu】)。
こうした南麓におけ鮴１１１F磯''１，１ijTl:i1ilM)１６の発達を背景に，富士ljlの｢[;｜
｣X公|劇化要求が』ｋまれた。
｜ﾘＩ治41年３)L]７１１のI｢''1梨'’’1新'11111は，Ｉ１ｉ１ｉｌ刈り,してmは有志達が吉U'’'幾
'11登'１１者数の増)Ⅱ1に対･抗して，大博覧会迄にﾘﾄLから補助金をえて計U1liを,従
業'１１であると報じた(１２)。
この報告を裏付けるように，Ｉﾘ]治41年７）］９１１の１１１１梨、ロ新聞』は，
李家静岡県知事が，ｌﾘjifi45年の大博覧会を期して富上山を「-世界的大公
１１１Ⅱ」とする計画に呼応して，「火1:１１迄通じて１，'}たりし鳩klZ鉄道を変災して
竜｣Llrとなし富士'''二今１１迄延長する」ｉ汁Iluiを立てていると報じた('3)。
|自榊i限lfl立公園のⅡｼﾞ成（'１１） 鵠
［ﾘ1袷41年７１I301Iの新'111によれば，鉄道計l111iの技術省，「佐分利二｢:学ｌＩｊ
ｌで」は，「富上溌I1rilZ｣|〔をiil1Iui」をもって欧州「アルプスlul遊電車」をi１,'１
杏し、有望であると述べていると報じている(川)。
スイス
さ'らに明治43年９月７１１のｉ１ｌｌ梨'二''二|新聞』は，「'１下瑞西に於て鉄道
事業調査''１の日本人技''''1j等はニーセン山に敷設しある登山鉄道を視察し'１１
鉄道の式を用いて帰!'ﾘ1後篇-と登111鉄道を起す為め岐も詳細なる調査をなし
つつある｜と報じた(１５)。
これらの動きは，ｉiii｣二'１|の|宝|立公園指定に際して，来京の実業界のIl1に
I蛾Iに富士１１１に登l｣Ｉ電'|(を走らせようと志向する人たちが根強く存在した
ことを物語っている。
そうした動きを受けて，’ﾘJ拾44年には，地うじ静岡県の衆議院議員情峯太
郎は，国会に富士１１１の|]〔|立公園ilill定の建議書を提{})した。明治45年にロ本
で大博覧会を開催するという計画は中止され，滴羅太郎の提案も，時期尚
｣:iLとして退けれらてしました。その後，静岡ﾘiWlで富士'１|の国立公園llill定
の論議は聞かれなくなった。この点についてはすでに詳論してあるので，
Ｗ論を省略する['6)。
明治45年の大博覧会計III1iが中止されて，富上lllの公園計画と富士登lllllL
Jlx建設計画の申請は，柵１１Jされなかったようである。しかし富士lllのlIil立
公|刺化の試みは消えたが，鷲111電車の建設計II1iiはＷｊえなかった。
大正３年５月に『V々腿慌jrlIlの登''1'電車建設の１１[精がﾄﾄ|きれた。大[|｛
３年５Ｈの『１１１梨Ｉｌｌｌ新|ⅡⅡ|によれば，Fl1請粉は，東京の辻ﾉk即，関守巡
以トー６名で，資本金16()〃IIL３刀2000株（ｌ株5()''１）で会社を起こし，
｢御殿場を起点としl駿東:lllj須走材を経て富｜丁１１１頂に達する」約15マイル
(約23キロ）の「電気鉄道敷設の認､l」を静liilUiL知事に提出した('7)。
なおこの計両にたいして，地元民は，強く)又対した。『御殿場市史｣|に
よれば，駿東郡御厨'''１の111J長は｜富士111,電気鉄道敷識ノ件二付テハ，当'111
へと二反対･スベキモノトス｜と述べ，反対･]111111として，２ヶ月間の営業で
は利益がおぼつかない，これまで登山者にはき'11111による「相当ノ便i`[’
6４ 
｢多大ノ設''１１|i」をなし，その「利益ヲ以ﾃｨﾋ活ヲ立」てている街が多いの
で，「ll11Iギハ大」であることを挙げている、やや|(ijilllllだが，要するに電車
を１%|皿すれば，鞍''1粁がこの１１１Jを素通'）してＬｊﾐう，命が瀞ちかいと言い
たいので､あろう。
瓶ｽ|とl扇|↑I11liIil(村の付会も，この計ｌｉ１ｉは｜イiif1ﾁﾞﾂﾞｰﾙﾓ(Ⅱ１等溢スル処ナキ」
との迦111で'又外Ｉしている。ただし「絶対ニエ対」ではなく，須走付に「惇
Tl〔場設祇/条件｜ならば「賛成」するというものであった{'８１。
ちなみに，ここにはｒｌ然保護とか環境の`保謹とかのＪｒＩｌＩｌ１は指摘されてい
ない。この申請も，実現をみず認可されなかったことがわかる。
’ﾘjIifi氷期における'櫛麓の観光開発の動きをみてみると，北麓でもそうで
あったが，繍''１１県知りｆらとごく少数の地元の意兇を別にすれば，嵩fIllの
国立公胴設立の要求はまったく見られなかった。
さらに〆化illliでは大lli6fl2から北麓の観光開発ｉｉｌｌ'１１iIiili,識の''１で術|目111のＦ１
然公llil（''11)|/:公'1|(|）１波肱が{i>:綴づけられ，しかもそれ'｣:1,iii'三lIlの｢|然保護
の必婆と一体のものとして打ち''1きれていたのであるが、ルijliIIiで|｣:，大jli
期に人っても，１Ｗ雌の伽)上１１M発計画や国立公|刺附１１定の論議は｣ﾐったくみら
れなかった。きわめて対照的であった。
最後に人'|そ11J1のl'ki麓の寓上登山と富士観光の情況についてふれておきた
い。
第２表に示したように，富士豊山は、明治期より－ﾙﾎﾟ蝋ｶﾑになった。須
走蓬lllllからの蚕'１１粁数は，明治15年に２万8000人，翌年には２〃4000人
だった。これが人'1{期に入ると更に増加した。御殿場綴'''１１からの磯lll滑
数は，大'１{６イ１１に３ノJ､6977人であったが，大'１２８イ|§に'よ３ノj9580人とな
り，260()人ぼど｣'1'1火した。
御殿場11の磯11}片数も汁確実に増加し，化麓の上,lrllll1にlju敵する勢い
となっている。北とiWの篭Ⅱ|者を合わせれば，樹Ｉ:綴''１片の数は，大胆初
年代は，５，６ﾉj人に逃し】富｜:登山の大きさを川|尖に,（している。
また附随のｉｉ１ｉＭＭ１ｌ光については，データに乏しいが，滝の''１糸，人穴な
常’二Ｗi根l｣ilウニ公'1Mの形成（''１） 6日
ど景勝地も多く、環従道に沿った|胸ｉｉｉ鉄道などの開設で富士西麓の富｜ご観
光も徐々に盛んになっていったと,M1われる。ちなみに，身延鉄道の大宮駅
は，大正８年に38万人の乗客を連んだといわれている''９)。この内の，何
〃人かの富士登山省を除けば，蝿I)がfiTl:観光客である。この鉄道が，富
笘l:観光に大きく貢献したことは'''1迷いない。
以上のように，IUj治末↓ＩＪＩから人lE1U1にかけて，｜櫛麓では，富'二誉山，富
'二観光の開発があまり意,識的と１１いえないか，進鵬していった。しかし'判
麓の富士登Ill，嵩｣吉観)上をみていると，杵),Lするかぎり「|然保護などの''１１
題がまったく＃'二じていいなかったと''二illlllljしなければならない。
（ｸ〔文の《Abstract》は次号に掲載する」
《注》
（１）Ｗ]論15年は？沼津新Iiijj、IUl桁l()ｲ|ﾐは静岡新聞」の記事によるⅨｉ御殿
場市史』５近代史料編１，６３Ｍ‘
（２）前掲ｆ墓－１二'11麓史』，259瓦
（３）同上､255,259賞。
(４】同上，２６７－８貝。
（５）前掲一御殿場in史』６近代史料jii1I1ill，１２３４頁。
（６）前掲了富'百l[|麓史』，２６２－５Ｊ〔．
（７）同上書，２５３－５瓜。
（８）同上，２５４－６瓜。
（９）同上，255頁。
(I()）ＩＩｊｌｈ２６６ｒＩ。
(１１）同上，267頁。
(12）『111梨１１１１新ｌ１ｌｊｌｌＵ輪41ｒｌｔ３１ｌ７１１;！
(13）同｣二，ｌﾘl拾41イド７１］９１Ｌ
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(１５）同上，「U]拾43イド９１］７１Ｌ
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(18）前掲『御幟場rli史１６近代史料jiilI1ill，１３６－８口‘
(19）前掲『富-ｔＩｌｌ麓史j、2671f〔．
